










要約:1)農村を含む地域においても、小学 4-6 年生の塾・稽古は平均週 4 回、平日の外遊

び時間は 12 分、摂取カロりーは栄養所要量に達しないが少ない運動量とはバランスがと

れていた。2)幼稚園児の親は運動・戸外・友達遊ぴを重視しているが、小学生の親は勉強

時間を長くさせたいと考えていた。発達期の運動の重要性の社会への周知が必要である。

3)幼稚園の園庭解放を毎日 6割の子どもが利用しており、遊び相手、場所、時間があれば、

現代の子ども達も喜んで外で遊ぶことが示された。


